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室﨑さんからのメッセージ◆◇◆◇ ◆◇◆◇

正しく恐れ、知り、事前の準備を正しく恐れ、知り、事前の準備を
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市長：現在、本市では転出入などに
より、西宮で震災を経験した市民は
約40％まで下がっています。自主防
災組織の担い手も昔から西宮に住ん
でいる人が多いです。若い人など震
災を知らない人に記憶や教訓を継承
していくために、また、より防災意
識を高めていくために何が効果的で
しょうか。
室﨑：西宮市でも
取り組まれている
と思いますが、防災パンフレットの
配布など啓発活動や、地域でのさま
ざまなケースを想定した防災訓練の
実施、子どもたちへの防災教育など
をしっかりと進めていくしかないと
思います。地震の危険性を正しく広
く、繰り返し伝えることが重要です。
市長：昨年10月に避難所や地域の危
険箇所などを掲載した西宮市防災マ
ップ＝右写真参照＝を全面改訂し全
戸に配布しました。市民が自宅周辺
の状況を一目で分かるように、地図

後世への継後世への継承承 の縮尺や文字を大きくした冊子版にし
ました。
室﨑：とても見やすく工夫されたマッ
プになっていますね。さまざまな防災
情報も掲載されていて、家庭での家族
会議や学校などで活用していただきた
いですね。
市長：ぜひそうしてもらいたいです
ね。地域での防災活動についてですが、
現在、自主防災組織では行政と連携した

訓練を活発に行っています。
　また、地域によっては、住民自らが危
険な箇所や避難ルートを記入し作成し
た地域防災マップを基に、土砂災害な
ど地域の状況に応じた災害を想定した
避難訓練などを行ったりしています。
室﨑：自分たちでアクションを起こす
ことは、防災意識のさらなる向上につ
ながるので、もっと広げていきたいで
すね。
市長：しかし、訓練参加者は固定化
し、高齢化している現状もあります。

もっと広げていくためにどんな支援
が必要でしょうか。
室﨑：地域の皆さんが達成感を感じ
るような仕組みを作ってはどうでし
ょうか。例えば、良い提案をされた
地域には、市が補助金を交付すると
か、西宮の特産品であるお酒をプレ
ゼントするとか。また、防災リーダー
など組織内の人材育成も大事ですね。
市長：なるほど。より多くの人が防災
に関心を持ってもらえるよう、さまざま
な方法を研究してみたいと思います。

西宮の南部（ＪＲ神戸
線以北・以南）と北部に
分かれた西宮市防災
マップ

室﨑：そうですね。
　見落としている危険がない
か、常に最悪の事態を想定し
て、対策を考えていくことが大
事だと思います。
市長：本日はさまざまな視点か
らアドバイスをいただき、あり
がとうございました。
　室﨑先生には、2月7日の防災
講演会＝5面下記事参照＝でも
お世話になりますが、今後とも
ご指導をお願いいたします。

市長：今後、30年以内に南海ト
ラフ巨大地震の発生が危惧され
ています。県が発表した被害想
定では、本市では最悪のケース
で死者が約7600人に上るとさ
れていますが、事前に備えを行
い、全員がすぐに避難すれば、
死者数は99％減らせると言われ
ています。
　本市では、市民
の皆さんが津波か
ら迅速に避難でき
るよう、避難ビル
の指定や避難誘導
サイン＝右イメー
ジ図参照＝の整備
を進めるほか、地
域の自主防災組織
と連携した津波避
難訓練などを行
い、住民に実体験
を積み重ねてもら
いたいと思ってい
ます。防潮堤の補
強や沈下対策など
ハード面について
は、早期に着実な
実施を県へ要望し
ています。
　しかし、今後の重要な課題と
して、高齢者や障害者など防災
上何らかの配慮が必要な「災害
時要援護者」への支援の取り組
みがあります。
室﨑：高齢化が進む中、この問
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南海トラ南海トラフフ
巨大地震に備え巨大地震に備えるる

題は、日本全体の重要な課題とな
っています。東日本大震災では、
被災地全体の死者数のうち65歳以
上の高齢者が約６割を占めます。
市長：災害対策基本法の改正に伴
い、本市では昨年、「災害時要援
護者支援指針」を改定しました。
その中で、災害が起きたときに家
族等の支援がなく、自力避難が困
難な人を「避難行動要支援者」と
して位置付けています。
　今後は要支援者の名簿を作成
し、地域住民・団体、消防などと
情報を共有するなど避難支援に向
けた連携体制の構築を進めていき
ます。地域の皆さんにも、ぜひご
協力をお願いしたいと思います。
室﨑：要援護者対策は、「共助」
の代表的な取り組みといえます。
実施にあたっては、事前に細かく
各々の支援の役割を決めておかな
ければ、いざ災害が起こった時に
うまくいきません。実際に避難経
路を通って確かめておくことも必
要でしょう。助ける側、助けられ
る側で実践感覚を身に付けること
が重要だと思います。
　さらに南海トラフ巨大地震で
は、今までにない想定外なことが
起こるかもしれないという警戒心
も持っておくべきです。私は、阪
神・淡路大震災のときと違って、
「和歌山や高知、名古屋あたりに全
国からの支援が集中して、阪神間
には一切の支援が来ない」という
想定をしています。
市長：その場合の対策として、ど
んなことが考えられますか。
室﨑：西宮市内に一定期間の食糧
や毛布、おむつなどの必需品を備
蓄しておくこと、また普段から他
府県と交流を持ち、何か起こった
場合はお互い協力し合うことでは
ないでしょうか。
市長：現在、本市では避難所での
生活３日間に相当する食糧や生活
用品などの備蓄を進めています。
また、兵庫県や県下市町、中核市
などと災害時応援協定を締結して
います。これらの取り組みをもっ
と充実させていくことが必要です
ね。各家庭でも１週間程度の食糧
や飲料水の備蓄をしていただきた
いと思います。

　災害は、いつ・どこで・どんなレベルのものが起こるか分かりま
せん。この地域には来ないだろう、自分は大丈夫だろうという思い
込みは禁物です。正しく恐れ、正しく危険性を知り、正しく事前に
準備することが大事です。そうすれば、被害は劇的に縮減させるこ
とができます。そのためには、行政・市民・地域団体・企業など各々
が防災の主体として当事者意識を持つことが大切です。
　震災から２０年という節目に、改めて家族や地域の皆さんでよく話
し合ってほしいと思います。
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地震直後、倒壊した家屋の消火活動に取り組む消防士

市長：２０年前、私は学生でした。
ドーンと大きな音が鳴って一瞬何
が起こったか分かりませんでし
た。家を出ると多くの家屋が倒れ
てあちこちで悲鳴が聞こえ、騒然
としていた状況を今でも覚えてい
ます。
室﨑：市民の中にはトラックが家
に突っ込んできたのかと思った人
もいました。私たち研究者もあん
な大地震が起こるとは思っていま
せんでした。
市長：自宅は火事になりました
が、不幸中の幸いで家族は全員無
事でした。そのような状況の中で
も、社会のために懸命に任務につ
く自衛隊や消防士、警察官、市役
所職員の姿を見て、私は政治家に
なりたいと思いました。
室﨑：震災は、不幸な事である一
方、社会を大きく動かす力になり

当時を振り返っ当時を振り返ってて ます。市長のように未来を担っ
ていく人材が生まれたり、絶望
の淵（ふち）から這（は）い上
がる人間の営みの強さが発揮さ
れます。
市長：辛い記憶や悲しみは消え
ませんが、あの悲惨なまちの状
態から、ここまで復興できたの
は、市民の皆さんの決して負け
ないという決意と頑張りがあっ
たからだと思っています。
室﨑：西宮は震災直後の市民の
助け合い活動も素晴らしかった
です。今、国内外の被災者救援
や災害復興活動支援を行ってい
るＮＰＯ法人の日本災害救援ボ
ランティアネットワークも西宮
が発祥です。
市長：災害時には、人命救助な
ど行政の力による「公助」にも
限界があります。行政以外にこ
のような団体や企業が社会に貢
献してくれることは大変ありが
たく思います。

室﨑：まさしく震災は社会を大
きく動かす力になっています
ね。自主防災組織など共助の取
り組みは、防災対策の要となる
ものですので、しっかりと支援
していきたいですね。
市長：東日本大震災では、阪
神・淡路大震災の教訓は生かさ
れたんでしょうか？

室﨑：行政レベルだと、自衛隊
や警察、消防団の危機対応の初
動スピードが全然違いました。
また、個人のレベルでは耐震補
強や家具の転倒防止が進んでい
たため、建物倒壊もある程度防
ぐことができたようです。
　しかし、阪神と東北では市街
地であるか否かなど地域性が違
うため、全部の教訓を生かせて
はいません。東日本大震災は津
波による被災であったため、新
たな教訓として全国で津波対策
に取り組むようになりました。

室﨑：まず、誰もが自分の住んで
いるところに大地震なんか来ない
と思い込んでいた“油断”が大き
な反省点ではないでしょうか。私
たちは、耐震補強や家具の転倒防
止など事前に備えることで、被害
を最小限に抑えられることを学び
ました。
市長：震災を受けて、市も被害想
定や職員の配備体制など地域防災
計画を順次見直し、公共施設の耐
震化などを進めました。市民の皆
さんの間でも、自分の命は自分で
守るという「自助」意識が広が
り、住まいの耐震化などの取り組
みが進みました。
室﨑：もう１つの教訓は、先ほど
言った住民同士の助け合い「共
助」の大切さを学んだことでしょ
う。震災までは災害が起こったら
行政がなんとかしてくれると皆が
思い込んでいたと思います。
市長：昨年11月に起こった長野県
北部の地震もそうでした。近隣住
民の力により助かった人が多かっ
たですね。
　本市では震災以降、地域コミュ
ニティが活性化しました。自主防
災組織の組織率は約90％までに達
し、地域では訓練など自主的な防
災活動に取り組んでいます。ま
た、企業による社会貢献意識も高
まり、生活物資の提供など本市と
災害時応援協定を締結した企業は
72団体になります。

震災の教訓と震災の教訓とはは　明けましておめでとうございます。市民の皆さんには、健やかに新
年をお迎えのことと存じます。
　あの阪神・淡路大震災から20年になります。大地震は一瞬にして西
宮のまちを破壊し、多くの尊い人命と財産を奪いました。しかし、私
たちは震災から多くのことも学びました。皆さんの復興への強い思い
と取り組みにより、今ではその形跡が分からないくらい魅力的なまち
へと発展しています。
　現在、本市では震災を経験していない市民が増えています。今号で
は、ひょうご震災記念21世紀研究機構副理事長の室﨑益輝さんをお招
きし、震災から学んだ教訓の継承と、近い将来、発生が危惧されている
南海トラフ巨大地震への備えについて意見交換を行いました。
　今後も文教住宅都市にふさわしい政治を行い、市民の皆さんの安全
はもちろん、未来に責任のもてる持続可能なまちづくりに取り組んで
いきますので、ご理解とご協力をお願いいたします。

《室﨑益輝さんのプロフィール》
　昭和19年生まれ。ひょうご震災記念２１世紀研究機構副理事長。阪神・淡
路大震災の復興や防災・減災についての研究など幅広く活躍。西宮市の地
域防災計画の見直しなどにも大きく貢献。京都市在住。

　阪神・淡路大震災の教訓を踏まえた備えや南海トラフ巨大地震による津波
に対する避難の考え方について講演してもらいます。入場無料。定員550人。
【会場】兵庫医科大学　平成記念会館
【申込】ハガキに講演会名、住所、氏名、電話番号を書き、1月5日～27日
（必着）に地域防災啓発課（〒662―8567六湛寺町10―3☎0798・
35・3092）へ。市のホームページ（くらしの情報→防災）からも申込
可。多数の場合抽選



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /ArialUnicodeMS
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /Impact
    /LucidaConsole
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TimesNewRomanMT-ExtraBold
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 150
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 400
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents suitable for reliable viewing and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 5.0 e versioni successive.)
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements true
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [773.858 1150.866]
>> setpagedevice


